
第４学年 社会科 指導案 

第４学年３組    28 名 

場所    ４年３組教室 

 

 

 

 

１ 単元名 東京都の特色ある地域 

  小単元名 「環境を守る小笠原」 

２ 小単元の目標 
  ・豊かな自然環境を保護・活用している小笠原について、その位置や自然環境、人々の活動や産業

の歴史的背景、人々の協力関係などに着目して、地図帳や各種の資料で調べ、スライド資料にま

とめる。小笠原の地域の様子を捉え、それらの特色を考え、表現することを通して、小笠原村で

は人々が協力し、世界自然遺産に指定された豊かな自然を保護・活用しながら、観光など産業の

発展に努めていることを理解できるようにする。 

  ・豊かな自然環境を保護・活用している小笠原村について、主体的に学習問題を追究、解決しよう

とする態度を養うとともに、東京都民の一人として、小笠原の自然環境のすばらしさや、それを

守ることの大切さについて考えようとすることができる。 

３ 本小単元の評価基準とキャリア教育を通して育みたい力（評価規準マトリクス） 

※キャリア教育と関連が密接なものはゴシック体・太字 

中学年の基礎的汎用的能力（夢４） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

人や社会と 

関わる力 

 

 

 

【人間関係形成・ 

社会形成能力】

・友達の気持ちを理

解し、協力して取

り組もうとする力 

・自分の生活を支え

てくれている人が

いることに気付く

力 

①小笠原村の位置や自然

環境、人々の活動や産業

の歴史的背景、人々の協

力関係などについて、各

種の資料で調べて、必要

な情報を集め、読み取

り、小笠原村の様子を理

解している。 

  

自分を 

みつめる力 
 

 

 

【自己理解・ 

自己管理能力】

・自分の良いところ

を見付ける力 

・よいと思うことを

考え、すすんで取

り組む力 
 

 ①小笠原村の位置や自然

環境、小笠原村の人々

の活動や産業と小笠原

村の発展を関連付けた

り、自分たちの住む地

域と比較したりして、

その特色を考え、適切

に表現している。 

 

課題を 

やりぬく力 

 

 

 

【課題対応能力】 

・見通しをもち、計

画を立てて実行す

る力 

・自分の役割に責任

をもってやり遂げ

る力 

②調べたことをスライド

資料にまとめ、小笠原村

では人々が協力し、特色

あるまちづくりや観光

などの産業の発展に努

めていることを理解し

ている。 

②小笠原の位置や自然環

境、人々の協力関係な

どに着目をして、問い

を見いだし、小笠原村

の様子について考え、

表現している。 

①小笠原の様子につい

て、予想や学習問題

を立てたり、学習を

振り返ったりして、

学習問題を追究し、

解決しようとしてい

る。 

次に 

つなげる力 

 

 

 

【キャリア 

プランニング能力】

 

・毎日の生活や学習

を通して、働くこ

との楽しさを発見

する力 

・学習と生活が将来

の生き方に関係し

ていることに気付

く力 

  ②東京都民の一人とし

て、小笠原の自然環

境の素晴らしさや、

それを守ることの大

切さについて考えよ

うとしている。 

研究主題   豊かに生きる力の育成 

～自分を知り「なりたい自分」に近付くキャリア教育の実践～ 

 



４ 部会提案 

（１）児童の実態と単元観  

  学習問題を自分事として捉え、予想し、調べ、納得していく問題解決的な流れを通年で行っている。

適切な資料を見付け、的確な情報を得る力は身に付いてきているが、その情報が示す社会的事象への

多様な見方・考え方は生まれてきにくい。小笠原の人々の活動や産業、地域の発展を関連付けて考え

たり、自分たちの住む地域の様子と比較したりすることで、社会的な課題を自分事として見つめさせ

たい。 

  キャリア教育の観点では、この小単元を通して「人間関係形成・社会形成能力」と「課題対応能力」

を育んでいきたい。「つかむ」段階では、小笠原への興味関心を高めて学習に取り掛かれるよう、ゲス

トティーチャーである小笠原観光局の方から、島の様子の概要を知る機会を設けた。未知の場所を、

学びによって関係付けられる手段とした。そして、学習問題を明確にした後は、児童一人一人の「知

りたい」「伝えたい」を可能とする学習計画にした。そうすることで、友達の発表を「聞きたい」とい

うニーズも高まっていき、聞いてもらうためには、どのようにプレゼンテーション能力を高め、充実

した内容にしていくかを発表者が考えていく。グループで見合い、磨き合うことでのブラッシュアッ

プにも期待したい。児童の「～たい」を実現していくことこそ「課題対応能力」の育成につながると

考えた。 

 

（２）中学年の目指す児童像と本単元で重点となる基礎的・汎用的能力 

 

 

 

 

 

 

（３）本単元で目指す児童像を実現するための手だてと関連する夢４ 

【手だて１】：小笠原を身近に感じ、「魅力ある場所」と誇れる一都民となる 

○外部人材の活用 

簡単には行けない場所、見て確かめることのできない場所だからといって、受け売りの情報

だけでの知識・理解に陥らないよう、小笠原観光局とつながり、協力いただくことで、自分た

ちの学びを深めたり、確認したりできるようにした。 

○導入の工夫 

観光局の方から小笠原での「当たり前の日常」を知ることで、同じ東京都でありながら、自

分が住んでいる地域の日常とのギャップに気付かせ、小笠原の学習への知的好奇心をかきたて

ていく。 

【夢４】 

 

【手だて２】：自分の「知りたい」を、意味ある発表につなげるために 

○課題別学習の時間設定 

学習問題を解決する手順を身に付けてきた経験を生かし、本単元は興味・関心をもったテー

マ別にグループを構成し、調べ、学びを深め、発表の形に整えるまでを各々のグループで進め

られるようにした。 

○グループ学習による磨き合い 

発表の内容、聞こえ方、スライド資料の見やすさなどを、類似テーマグループ同士で見合

い、質問、良かったところ、改善点などを出し合い、評価し合う機会を設けた。このプロセス

を経て、観光局の方に自分たちの学んだ小笠原の姿を伝えることとする。 

【夢４】 

 

 

  

 

 

 

 

役割（ｒоｌe） 

自分の「すてき」を役割の中で生かせる子ども 

人間関係形成・社会形成能力 キャリアプランニング能力 

課題対応能力 自己理解・自己管理能力 



５ 指導計画（全 10 時間） 

 学習内容 主な学習活動 ◆指導上の留意点 
【評価規準】 

基礎的・汎用的能力 

つ
か
む 

１ 

 小笠原村に

興味・関心

をもち、そ

の位置や気

候の様子な

どを理解す

る。 

○小笠原村の概要を知る。 

○小笠原村の当たり前の日

常の様子について観光局

の方から話を聞く。 

 

◆町田との違いを感じさ

せられるような資料を提

示する。 

◆観光局の方の小笠原へ

の思いや学ぶ人への願い

などをインタビューす

る。 

 

【主①】 
 

 

【知①】 

 

２ 

 小笠原の魅

力に関心を

もち、学習

問題、学習

計画をつく

る。 

○「魅力」の観点を出し合う。 

 

 

○調べてみたいこと、疑問に

思ったことを出し合い、話

し合う。 

○学習問題をつくる。 

○学習問題に対する予想を

する。 

○学習計画を立てる。 

 

◆農業・漁業、観光業、世

界自然遺産、自然保護等

の括りで整理する。 

◆小笠原固有の動植物や

名産品についても触れ

る。 

 

 

 

◆興味・関心のあるテーマ

でグループを構成し、学

習計画を立てさせる。 

【思・判・表②】 
 

 

 

 

 

【主①】 

 

 

高
め
る 

３
４
５
６
７ 

 テーマに沿

って調べ学

習を進め、

スライドに

まとめる。 

○スライド資料で伝える内

容や構成を知り、得た情報

を的確に伝えられるスラ

イドづくりをする。 

 

◆スライド資料作成にお

ける留意点を伝える。 

 ・図や写真の活用 

 ・見やすさを考えた表     

  現 

 ・数値による具体性 

 ・内容の説明に責任を

もつ。  

 ・その魅力は人々の工

夫や努力によるもの

であることに触れて

いる。 

 ・スライド資料枚数の

制限 

◆適切な資料や触れてほ

しい内容へのアプロー

チを行う。 

【思・判・表②】 

 

 

【知①】 

  

 



８
（
本
時
） 

グループで

作成したス

ライド資料

をペアグル

ープで見合

い、磨き合

う。 

○相手のスライド資料作品

を評価する。 

○改善点が見付かった場合

には修正する。 
 

 

○観光局の方に聞きたいこ

とをまとめる。 

◆良いところ、分かりづら

いところ、アドバイス等

を鑑賞カードに記録させ

ておき、発表したり相手

のグループが作品の改善

をする場合に活用させた

りする。 

◆調べて分からなかった

こと、より確かにしたい

ことなどの考えをまとめ

させる。 

 

 

【知・技②】 

 

 

【思・判・表②】 

 

 

 

９ 

小 笠 原 の

人々の自然

環境を生か

した暮らし

の工夫や努

力について

発表する。 

 

 

 

 

○完成したスライド資料を

グループごとに発表し、

評価し合う。 

 

○小笠原観光局の方に講評

をいただく。 

○観光局の方に質問を行う。 

◆ 前 時 の ペ ア 班 交 流  

を経て、改善された点や

伝わってきた魅力や工

夫・努力を評価させる。 

◆小笠原は遠いけれど、こ

の学習をして少しでも近

いものと感じられる交流

になるように配慮する。 

◆講評の中に、「君たちはこ

の町のどういうところが

好きですか？」という問

いを入れてもらい、自分

たちの町についての思い

を喚起させる。 

 

 

【思・判・表②】 

 

 

 

【知・技①】 

 

10 

 

小笠原の自

然環境の素

晴らしさや

それを守る

ことの大切

さについて

振り返ると

同時に自分

たちの町の

魅力を再認

識する。 

○各グループの発表や観光

局の方の話を受けて、保

護・活用されながら魅力を

発信している小笠原につ

いて振り返る。 

○「この町のここが好き」と

言えるポイントを理由も

添えて紹介する。 

 

◆前時の問いに答えるよ

うな形式でまとめられ

るよう、観光局の方への

手紙になるようなワー

クシートを用意する。 

【知・技①】 

【主②】 
【思・判・表①】 

 

 

 

 

※波線はキャリア教育の視点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 本時の学習（10 時間扱いの８時間目） 
（１） 本時の目標 

学習した内容をスライド資料に整理して、小笠原諸島の人々の自然環境を生かしたくらしの工
夫や努力について理解したことを伝えたり、調べて分からなかったことやより確かにしたいこ
との考えをまとめたりすることができるようにする。 

（２） キャリア教育の重点  

◎スライド資料をペアで発表し合い、鑑賞カードで感想や質問を伝える活動を通して、協力して

より良い作品作りに向かう力を育む。【人間関係形成・社会形成能力】 

（３）展開 

段
階 

学習活動 教材，教具，学習形態 指導・支援（○）評価（●） 

 
導
入 
１
０ 
分 
 
 
 
 
 
 

展
開 
２
５ 
分 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 
１
０
分 

１ 前時までの学習内容を振り返る。 
 
２ 本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 
３ 班で作成したスライド資料をペア

の班に発表する。 
・それぞれの班のテーマについて発
表する。 

・ペア班は鑑賞カードに質問・自分の
班との共通点・更に魅力や工夫・努
力を伝えるにはどうしたらよいか
等を記載する。 

 
 
 
 
 
 
 
４ ペア班の発表について、鑑賞カード

を基に、感想や質問を伝え合う。 
・自分たちの調べた農業とペア班の
漁業には繋がりがあった。 

・自然保護をしているから世界自然
遺産が守られていると分かった。 

・人々の工夫があって初めて自然環
境が守られていると知った。 

 
５ 小笠原村の観光局の方に聞きたい

ことをまとめる。 
  ・どうして、農業が盛んなのですか。 
  ・世界自然遺産を守るために行って

いることはなんですか。 
  ・観光客に来てもらうために行って

いる工夫はなんですか。 
 
６ 本時の振り返りを行う。 

・ペア班の発表を聞いて、小笠原諸島
の人々の工夫や努力を知ることが
できた。 

・自分たちにできることはないか、考
えてみたい。 

【全体】 
・掲示物 
・プロジェクター 
 
 
 
 
【ペア班】 
・クロムブック 
・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ペア班】 
・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
【個人】 
・ワークシート 
【全体】 
・発表 

○教室掲示やプロジェクターで学
習してきた内容を提示する。 

 

 

 

○お互いの発表内容が聞きやすく

関わりがもちやすい場の工夫を

する。 

           

●調べたことをスライド資料にま

とめ、小笠原では人々が協力し、

特色ある町づくりや観光等の産

業の発展に努めていることを理

解している。【知・技②】 

 

○ワークシートを活用し、互いのス

ライド資料をよりよくする内容を

伝えさせる。 

 

 

 

●スライド資料作成を経て、小笠原

諸島についての問いを見いだし、

さらに小笠原の様子について考

えを深めている。【思・判・表②】 

 

 

○次時に外部人材を活用すること

を伝え、更に小笠原諸島について

知ろうという意欲を引き出す。 

 

※波線はキャリア教育の視点 

小笠原諸島の人々の自然環境を生かしたくらしの工夫や努力についてまとめよう 



７ 板書計画 

 

 

 

 

小笠原諸島の人々の自然環境を生かした 

くらしの工夫や努力についてまとめよう 

 

スクリーン ペア学習の 

組み合わせ 

アドバイス

できる視点 


